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沖ケFIP45014A型薬物代謝酵素から披ヒト7㍍
伽･=釣棚 お上州ニケJ如問o比較研究
成田成,羽山.q英子､約水札 束二奈緒乱 佐藤

哲刀 (盟長柄機能研). 洩岡一雄 (京都大･霊

長研.分子生理)

薬物代謝の種属差の研究として､ヒト,アカゲ

ザル､ニホンザルおよびカニクイザルの肝組織を

用いて､薬物代謝酵素であるシトクロムP450-4A

型酵素活性.光学疏横束像および電子顕微滋像を

的べ､霊長斬種問で比較した｡

各種問の肝組織のP450-4Al活性は､ミクロソー

ムとCYP4Alの基質となる 14C横紙 1aulicacidを

37℃で所定時間反応させて12-hdroxylation化し

た後.遠心分離した上酒の一部をTLC展開させ

て,イメージングアナライザーにより計測した｡

一方､肝組織の光学･電子銃機銃標本は.Hemato-

xylin&Eosin染色､またはウラン･鉛の電子染

色して.それぞれ概無に用いた.

ヒトとサルとの間の種問で薬物代謝辞索P450の

4Al型の活性(nmol/JuProtein/机in)を比較したと

ころ､アカゲサルで3.58.カニクイザルで6.23.

ニホンザルで4.59で､ヒトのデータ1.33よりも高

いことが明らかとなった｡また.サル肝実質細胞

の脂質代謝を担うミトコンドリアには,ヒトでみ

られる高電子密度の小体が電顕的に認められなか

ったことから,4A型cyp4Al酵素の基質となる脂肪

酸との関連性が示唆された｡一方､高齢ザル肝実

質細胞は､光疏的に大型化するが､電疏的にミト

コンドリア基質の屯子密度が低下し､生化学的に

シトクロムP4504A型薬物代謝酵素活性が低下する

ことから.機臆的に低下するものと推類された｡
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ニホンザルによる農林作物被音に対す

る直接的防除法の検討

室山泰之(科学技術振卿拝英田/森林総研･関西 ･

鳥獣)

特定の農作物に対する回避行動を形成する方

法である嫌悪条件付けの実用化と,既存の防除法

である電気柵や物理柵の効果測定と新しい防除技

術の開発を目的として京都大学霊長類研究所に飼

育 されているニホンザル(Maca以 JizscaLa

血scTb)を対象として研究をおこなった.1)嫌悪

条件付け:個別ケージに飼育されているニホンザ

ル8個体(オス4,メス4)を被験体として,選好性

の異なる5種規の食物を同時に提示し自由に採食

(選択)させる訓練と,薬物を投与するために用い

るマイクロカプセルに対する馴化訓練をおこなっ

た.ほぼ固形飼料だけで飼育されてきた個体は,

実験開始当初は新規な食物をほとんど食べなかっ

たが,訓練によって速やかに食べるようになった.

食物に対する選好性には個体差がみられたが,果

実-ダイズ>カボチャ>ジャガイモ>>シイタケ

という順になる場合が多く,シイタケを食べる個

体はほとんどいなかった.2)物理的防除法の検

討:放飼場に集団飼育されている高浜群を対象に,

電気ネットおよびテグス劉ネットに好する反応を

調べた.接近や偵察といった積極的な反応も見ら

れたが,一般的に警戒心が強く幼齢個体が接近す

るのを母祝が制止するという行動も頻繁に観察さ

れた.ほとんど効果がないと報告されているネッ

トについても,積極的にネットをかみ破ったり,

ポールによじ登ったりする行動は見られなかった.

両計画とも当初の目的を達成できなかったため,

今後さらに継続した研究が必要である.


